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論　　文　　の　　要　　旨

（1）本論文の構成

　本論文は8章、本文386頁事引用文献10頁より成り立っている。

（2）本論文の内容

　第1章では害教室における挙手に関して事理論的な検討が行われラ自已効カ事結果予期ヨ結果価

値の3要因が、挙手を規定する主要因であるとする仮説が設定された。この仮説のもとに菅課題に

対する応答に関する挙手とラ意見の開陳に関する挙手の代表的場面として、それぞれ算数の授業と

学級会が選択され、それらの場面での検討がヨ本研究の目的とされた。

　第2章においてはヨ挙手の意義についての教師と児童の考え方が調査された。その結果ラ教育現

場で挙手は高頻度用いられていることヨ挙手する児童は高いコンピテンスを示すこととともにラ学

習が促進されると考えられている傾向のあることが明らかにされた。

　第3章ではヨ質問紙調査法による前述の主要規定要因と挙手との関連についての発達的検討が行

われた。その結果ヨ結果予期と結果価値も挙手を規定すると考えられるが事自已効力の影響が最も

強いことが認められた。またラ女子でのみ害学年の上昇に伴い自己効カが下降するという傾向が見

出された。結果予期についてはヨ学年の上昇とともに負の結果に対する予期が増加する傾向を示し

た。さらにヲ結果価値については菅性差争学年差はともに認められなかった。

　第4章ではヨ算数場面で刺激文を用いた検討が試みられた。自已効カは行動意図に影響するのに

対しヨ結果予期と価値は交互作用によって行動を規定することが明らかにされた。3年生において

のみ結果価値が有意に作用しなかったのは，認知的操作能力の未熟のためと考えられた。次に，こ
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の刺激文を用いた研究方法の妥当性が検討された。その結果、日常行動が反映されるとみなされる

高自已効カ里高結果予期曹高結果価値の条件下で予期される挙手行動と争挙手状態についての仲問

指名との間に有意な相関が見出された。このことはラ刺激文を用いた研究方法が妥当であることを

示唆しているといえる。さらにヨ刺激文を用いた研究法を改善するためにヨ操作の有効性の確認と

操作された場面の自然さについての判断項目とヨ予想される自已の挙手行動を問う項目が新たに付

け加えられた。この方法を用いて雪主要因の独立した効果が被験者問要因配置法によって吟味され

た。その結果雪操作された3主要要因問には有意な相関は認められずヨ各要因が独立して操作され

ていることが確認された。また、3主要要因についての各操作はヨ挙手行動に影響することが見出

された。さらに。操作された場面の親近性に統計的有意差はなく、操作が日常場面からかけ離れた

ものでないことが明らかにされた。

　第5章では雪学級会での検討がなされた。ここでもまたヨ3主要要因の操作は独立的で言挙手行

動に影響していることが明らかにされた。本章での結果は，挙手を規定する要因が算数の授業と学

級会の2つの異なった場面間にわたってヨ同様な役割を果たしていることを示唆しているといえる。

　第6章においては里3主要要因以外の内的要因と外的要因が挙手に影響するかどうかについての

検討がされた。内的要因としてはヨ学業成績が取り上げられ雪仲間指名得点によって定義された挙

手行動との相関と里学業成績の影響を受け易いと考えられる算数場面での答の正誤認識と挙手との

関係が事刺激文を用いて検討された。いずれの場合にも害学業成績は挙手に影響することが明らか

にされた。他方、外的要因としては杜会的地位ヨ教師のリーダーシップヨ学級の雰囲気、学級のモ

ラーノレが取り扱われている。学級会場面での挙手と杜会的地位との問には、有意な関連が認められ

た。またヨ教師と学級の要因は争主要規定要因への影響を通して里挙手を規定することが示唆され

た。そこで雪主要規定要因、他の内的ヨ外的要因と挙手との間の因果関係を明らかにするためにラ

パス解析が行われた。その結栗事主要規定要因以外の要因はヨ主要規定要因に影響を与えることに

よってヨ閻接的に挙手を規定していることが確認された。

　第7章では菅実際の授業場面を用いて穿前章までに解明された規定要因の影響についての再検討

が行われた。そのためにヨ実際の教室にビデオテープレコーダーを設置しヨ実際の挙手を観察しな

がらヨ質問紙の実施を行うという研究方法が採用された。分析の結果ヲ算数の授業と学級会の両場

面においてヨ仮説的状況下で見出された結果と同様に寄主要規定要因の挙手への影響が確認された。

ただヨ算数の授業ではヨ正答率の低い発問に対する挙手は、自已効カに規定されているのに対し纈

正答率の高い発問に対する挙手はヨ結果予期と結果価値に規定されている傾向が強いという結果が

得られている。また菅外的要因としての社会的地位も、算数の授業と学級会の両場面においてヨ挙

手を規定する要因になることが見出されている。

　第8章では雪本論文全体にわたる考察がなされ事問題点と今後の課題について検討された。
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審　　査　　の　　要　　旨

　教育心理学には、研究方法が未開発か困難なためにヨ必要でありながら言研究されていない領域

や行動が少なからず残されている。教室内での挙手は雪授業にあたって雪大多数の教師が有効な教

育技術であると認めヨ利用しているにもかかわらず害教育心理学的に検討されていない代表的な行

動の一種であるといえよう。本研究はヨこの未開拓の領域に本格的なメスを用いた最初の研究であ

るといっても過言ではなかろう。著者は現在行動を規定する重要な概念と考えられている自己効カ

をまず取り上げ雪さらに結果予期と結果価値という新しい概念を取り入れてラ挙手が行われる理論

的モデルを構成した。このモデルの検討は芽最初葦調査ないし実験的な仮設的状況下で行われたが事

後にヨ実際の教室での検証に成功している。この研究ではヲ独創的でラ巧妙な手法が考案されてい

る。それはラ難儀ではあるが争今後の教室内での研究に影響を与えるものと考えられる。

　本論文では雪内的要因として学業成績のみが取り上げられていて、性格や知能を始めとする他の

要因は除外されている。外的要因についても、親の影響など取り上げる必要のあるものも少なくな

いと考えられる。それは、この論文の問題点の一っであるといえるかもしれない。しかしヨ少なく

とも本研究で取り扱われた内的雪外的要因は雪主要規定要因に影響することを通して，挙手を規定

するという因果関係を示唆している。この示唆はラ上述の本研究の問題点をラ少なくとも部分的に

は解消しているということができよう。また、現実の教室内での研究方法には問題点がないわけで

はないが、その改善はヨ今後に残された問題といえよう。

　よってヨ著者は博士（心理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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